	

	●○○　第１５２回あすか倶楽部　定例会　●○○
テーマ：アパレル今昔物語

～アパレル衣料品の昔と今を振り返り、日ごろ消費者が疑問に思う事を共に考える～
講　師：（一社）日本アパレルファッション産業協会

　　　　コンプライアンス委員会・品質管理小委員会委員

　　　　イトキン株式会社 生産本部 品質管理部　山本　雅彦 氏

日　時：2013年5月18日（土）14:00 ～ 17:00
場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	


概要：
【PART1】最近のアパレル衣料品ってどうしてこんなに安くなったの？

・背景にあるのが、規制緩和による大規模小売店舗法改正。郊外型の大型店舗の出店ラッシュによる小売りのオーバーストア化、それに伴う価格や客層の変化に対して、アパレルは新たな品揃えを求められるようになった。
・アパレルは、販売形態やコスト構造の変化に対応するため、国内生産から海外生産へシフトし、生産コスト削減を行った。1990年代の中国は、天安門事件後の混乱期であり、ほとんどが国営企業という状況であったが、日本企業の設備投資と技術指導により、日本品質に耐えうるまでに成長した。主な生産形態として、①アパレル手配型②OEM型③製品買付・ODM（Original Design Manufacturing）型があり、製造小売り型企業の多くは②と③である。
・近年は、中国生産のコスト増から、「チャイナプラス１」へシフトしている。ベトナム、カンボジア、ミャンマー、バングラデシュといったアセアン地域。関税撤廃の協定（FTAやEPA）による恩恵の影響もある。その結果、アセアン地域からの衣料品輸入国比率が増加傾向にある。
・今後のビジネスモデルは、BOP（Base of the Pyramid）層（低所得層）のマーケット育成
【PART2】衣料品の機能性っていっぱいあるけど効果ってどうなの？
・合成繊維の開発が、機能性繊維開発の始まり。
→伸びる繊維（米国デュポン社の「ライクラ」）による動きやすい衣類
・近年は、天然繊維機能と加工合成繊維機能の組合せにより機能性を向上したり、繊維断面の形状を変化させたもの、性質の違うものをくっつけて１本の繊維にしたもの（コンジュゲート繊維）、熱を蓄積したり放出したりするマイクロカプセルを繊維に練りこんだもの（アウトラスト）などで新たな機能を付与したりしている。
・機能性評価基準は、ISO、JIS共に標準試験方法も評価試験方法も不十分。
・（一社）繊維評価技術協議会、JNLA認定検査機関の評価基準等を元に各社基準を策定している項目もある。例）「UVカット基準」「接触冷温感基準」「形態安定加工」
・効果は、年齢や体質等により感じ方が異なるため、誰もが実感できるというレベルではない。
・欧米は、日本ほど衣類の機能性に対する関心度は高くないので、評価方法等の基準づくりに積極的ではない。
【PART３】衣料品のクリーニングトラブルって減らせるの？
・クリーニングトラブルは減少している。アパレルとクリーニング業界は、情報交換を密に行っており、よく勉強している。
・トラブルの詳細内容を解析すると、２つの課題が見えてくる。１つは、クリーニング作業をするクリーニング店自体が減少し、取次店が増加していること。取次ぎの際に、例えばシミのような汚れがついた状況が、実際に作業するところに正確に伝わっていないためにトラブルになるケースがある。もう一つは、消費者の着用上、保管上の問題によるもの。消費者の衣類の取り扱いに対する知識や理解が不足していると思われるケースがある。
・事例を４つ紹介していただく。「合成皮革の経時劣化」「ウールの虫食い」「ウールのフェルト化」「シルクの白化」
【PART４】取り扱い絵表示が変わるらしいけど・・・？

・WTO（世界貿易機関）/TBT協定（貿易の技術的障害に関する協定）が1995年に発効しているが、様々な背景があり、ようやく国際整合化へ動き出している。
・整合化をすぐにできなかった理由は、気候、風土、衣服文化、水質、洗濯習慣、商業クリーニング等の違い、法律上の取り扱いの違いなど。また、表示の考え方についても、JISは推奨表示（指示情報）であるのに対し、ISOは上限表示と異なっている。
・考え方が異なるということは、項目によって確認試験が増えたり、ISOに試験法の追加を提案したりする必要が生じてくる。
・例えば酸素系漂白剤は、日本と海外で使用されている成分が異なる。このままISO絵表示を適用すると、使用しても問題ない色柄物の衣類に酸素系漂白剤は使えないという絵表示が入ることになる。これについては、新たな評価方法をISOに提案するため、JIS評価試験方法を作成中。
・表示のバラツキを防止するため、統一ルールを作成中。学校教育での浸透も含め、消費者への啓発は必要。
所感
・衣類は生活必需品の１つであるとともに、ファッションやデザインなどの文化的な一面もある。アパレル業界が、多様なニーズに応えるために様々な取組みを行ったということは容易に想像できる。今回は、その一端をわかりやすく解説いただいたと思う。個人的にも、最近の衣類に関しては、機能を含めた品質の向上に対して価格が抑えられている実感があったので、興味深かった。
・消費者の衣類の取り扱いに関する知識不足については、衣類自体の品質が向上していることも要因の一つのように思うが、家事知識の伝承自体が不足していることや、初めて家事を行う高齢男性の知識不足、情報収集力の課題といったこともあるように思った。
・洗濯絵表示のISO化に関する課題をわかりやすく解説いただいたので、理解が深まった。
以上
報告者　33期　桐井　範治
